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はじめに 
Blueberry fruit drop-associated virus (BFDaV)は、2016 年ヌマスノキ（ブルーベリー）の品種「Bluecrop」に落果

症状を引き起こすとして報告された新しいウイルスである。本ウイルスに対するリスク評価を実施し、適切なリスク管

理措置を検討するため、リスクアナリシスを実施した。 
 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害動物） 
１ 学名及び分類 
（１） 学名 

Blueberry fruit drop-associated virus (BFDaV) 
 

（２） 英名、和名等 
 
（３） 分類 

種類：ウイルス 
科：Caulimoviridae 

 
本科には 8 属が知られているが（Diaz-Lara and Martin, 2016; ICTV, 2017）、本ウイルスは既存の

属とは遺伝子の相同性が低いことから、新属として提案されている（Diaz-Lara and Martin, 2016）。 
なお、本ウイルスは、正体不明の二本鎖 RNA(DsRNA)病原体として報告されていた（Martin et al., 

2006）が、この正体不明の病原体は、後に Blueberry fruit drop disease と関係のない Blueberry 
latent virus であることが報告された(Martin et al., 2011)。このため、ブルーベリーの品種「Bluecrop」
に落果症状を引き起こす新しい DNA ウイルス（ゲノムサイズ 9,850 bp）として改めて名付けられた

(Diaz-Lara et al., 2016)。 
 

（４） シノニム 
 

２ 地理的分布 
（１） 国又は地域（詳細は別紙１を参照） 

北米：カナダ（ブリテッシュコロンビア州）、アメリカ合衆国（ワシントン州、オレゴン州）（Diaz-Lara and 
Martin, 2016; Martin, et al., 2006） 

日本国内未発生  
 
（２） 生物地理区 

新北区１区に分布する。 
  
３ 宿主植物及び国内分布 
（１） 宿主植物（詳細は別紙２を参照） 
    ツツジ科：ヌマスノキ（ブルーベリー）（Vaccinium corymbosum） 
 
 （２） 我が国における宿主植物の分布・栽培状況 

スノキ属（コケモモ属）：三重、高知、沖縄を除く 44 都道府県で栽培されており、沖縄を除く 46 都道府県に

自然分布している。 
  

４ 感染部位及びその症状 
  開花期に一時的に若い葉の葉脈が赤く変色し、花冠にいくつかの赤い縞が現れる。開花後から収穫約 3 週間

前（果実が落下する時期）までは植物体は正常に見えるが、果実は直径 3-5mm になると生育を停止し、収穫数週

間前に落下する（Diaz-Lara and Martin, 2016; Martin et al., 2006）。 
 

５ 移動分散方法 
（１） 自然分散 

不明。なお、ヌマスノキ（ブルーベリー）の他の品種への接木伝搬試験が行われている（試験継続中）（Diaz-
Lara and Martin, 2016）。また、本ウイルスの属するカリモウイルス科の複数の種で昆虫伝搬が知られているこ

とから、アブラムシによる伝搬も疑われている（NZ MPI, 2017）。 
 

（２） 人為分散 
情報はないが、ニュージーランドがヌマスノキ（ブルーベリー）の苗を隔離検疫の対象としていることから、生植

物の輸出入に伴って分散することが考えられる。 
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６ 生態 
（１） 中間宿主及びその必要性 

情報なし。 
 
（２） 伝染環 

情報なし。 
  
（３） 植物残渣中での生存 

情報なし。 
 

（４） 耐久生存態 
    情報なし。 

 
７ 媒介性又は被媒介性に関する情報 

ベクターは未だ明らかではないが、本ウイルスの属するカリモウイルス科の複数の種で昆虫伝搬が知られてい

ることから、アブラムシによる伝搬も疑われている（NZ MPI, 2017）。 
 
８ 被害の程度 

感染樹では果実の直径が 5mm に達した時に果実の生育が停止するため、収量損失が 100％近くに達する

（Diaz-Lara and Martin, 2016; Martin, 2011）。 
 

９ 防除に関する情報 
情報なし。 

 
１０ 同定、診断及び検出 
（１） 同定及び診断 

葉等に生じた病徴を観察する。 
（２） 検出 

本ウイルス（DNA ウイルス）に特異的なプライマーを使用した PCR 法による検出が可能（Diaz-Lara and 
Martin, 2016）。 
 

１１ 我が国における現行の植物検疫措置 
本ウイルスは暫定有害動植物であり、輸入検査で発見された場合、廃棄または返送となる。 
また、考えられる経路のうち、栽植用植物は隔離検査対象である。 
なお、米国及びカナダからのスノキ属（コケモモ属）栽植用植物については、輸出国に以下の措置を要求して

いる。 
  ・栽培地検査 （別表１の２：Phytophthora ramoram の宿主） 
  ・血清学的又は遺伝学的検査 （別表２の２：Xylella fastidiosa の宿主） 
   

１２ 諸外国での輸入検疫要件 
ニュージーランドは、スノキ属（コケモモ属）を隔離検疫対象としており、blueberry fruit drop disease を検疫対象

病害としている（NZ MPI, 2017）。 
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リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Blueberry fruit drop-associated virus に対するリスク評価を行い、適切な検疫措置を検討するため、リスクアナ

リシスを実施した。 
 

２．対象となる有害動植物 
Blueberry fruit drop-associated virus 
 

３．対象となる経路 
リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２ 地理的分布」に示す「国又は地域」からの「３ 宿主植物及

び国内分布」に示す「宿主植物」であって、「４ 感染部位及びその症状」に示す「感染部位」である「葉」、「花」及び

「果実」を含む植物 
 

４．対象となる地域 
日本全域 
 

５．開始の結論 
Blueberry fruit drop-associated virus を開始点とし、本ウイルスの発生地域から輸入される植物を経路とした日

本全域を対象とする病害虫リスクアナリシスを開始する。 
 

第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性 
ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア） 潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本ウイルスの宿主植物であるヌマスノキ（ブルーベリー）は、多年生であることから、感染部位が周年で存在する。 
 
（イ） リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 
中間宿主の存在は明らかではない。よって評価しない。 

 
（ウ） 潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略。 

 本ウイルスは有害植物である。よって評価基準より 5 点と評価した。 
 
イ リスクアナリシスを実施する地域における宿主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 
（ア） 宿主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

 宿主植物が属するスノキ属（コケモモ属）は 46 都道府県に分布しており、評価基準より 4 点と評価した。 
 
（イ） 潜在的検疫有害動植物の宿主又は宿主範囲の広さ 

 本ウイルスが宿主とする植物の科は、ツツジ科のみが知られている。 
 
（ウ） 有害動植物の侵入歴 

 新北区の 1 区にのみ分布する。よって、評価基準より 1 点と評価した。 
 
ウ 定着の可能性の評価結果 
  評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は 5 点満点中の 3.3 点となった。 
 
（２） まん延の可能性の評価 
ア 自然分散(自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散) 
（ア） 有害植物の自然分散 
ａ ベクター以外による伝搬 

(a) 移動距離 

 本ウイルスの分散方法に関する情報はない。 

 

(ｂ) 伝染環数 

 本ウイルスの伝染環に関する情報はない。 

 

b ベクターによる伝搬 
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(a) ベクターによる移動距離 

本ウイルスのベクターは明らかになっていない。 

 

(b) 伝搬様式 

本ウイルスのベクターは明らかになっていない。 
 

イ 人為分散 
（ア） 農作物を介した分散 

 本ウイルスの宿主植物が属するスノキ属（コケモモ属）は、44 都道府県で栽培されており、評価基準より 4 点と評

価した。 
 

（イ） 非農作物を介した分散 
 非農作物を介した重要な人為的分散手段については知られていない。よって本項目は評価しない。 
 

ウ まん延の可能性の評価結果 
 評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は 5 点満点中の 4 点となった。 

 
（３） 経済的重要性の評価 
ア 直接的影響 
（ア） 影響を受ける農作物又は森林資源 
  本ウイルスの宿主植物であるヌマスノキ（ブルーベリー）は、付録２に記載されていないことから、評価基準より 1

点と評価した。 
 
（イ） 生産への影響 
  宿主植物であるヌマスノキ（ブルーベリー）は付録２に記載されていないことから、評価基準により 1 点と評価した。 
 
（ウ） 防除の困難さ 

 海外での公的防除の実施事例に関する情報はない。 
 
（エ） 直接的影響の評価結果 

 上記２項目の評価点の積は 1 点となり、評価基準より直接的影響の評価点は 1 点となった。 
 
イ 間接的影響 
（ア） 農作物の政策上の重要性 

 本ウイルスの宿主であるヌマスノキ（ブルーベリー）は、政策上重要とされる品目に該当しない。よって評価しない。 
 
（イ） 輸出への影響 

 輸入国の現行措置で、本ウイルスの発生により宿主植物に対し輸入禁止等がとられ、輸出が大きく制限される情

報はない。よって評価しない。 
 

ウ 経済的重要性の評価結果 
 直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は 1 点となった。 

 
評価における不確実性 

 本ウイルスは 2016 年に報告されたばかりの新しいウイルスであり、生物学的情報は極めて少ない。そのため、

評価における不確実性は非常に高い。 
 
農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 

 ３項目の評価点の積は 13.3 点となり、本ウイルスの農業生産等への影響の評価を「中程度」と結論付けた。 
 
２．入り込みの可能性の評価 

（１） 感染部位 葉脈が赤く変色し、花冠に赤い縞が現れ、果実の生育停止を引き起こす。 

（２） 我が国に侵入する

可能性のある経路 
 

植物全体に感染することから、経路として考えられるものは「栽植用植物」及び「消費

用生植物」である。 

 経路・用途 部位 経路となる可能性 
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ア 栽植用植物 植物全体 ○ 

イ 消費用生植物 生果実、植物全体 ○ 

（３）宿主の年間輸入量 別紙３を参照 

 
（４） 入り込みの可能性の評価 
ア 栽植用植物 
（ア） 輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

 原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価基

準より 5 点と評価した。 
 
（イ） 潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本ウイルスは有害植物である。よって、評価基準より 5 点と評価した。 
 
（ウ） 輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽培のために宿主植物が存在する地域へ運ばれるため、栽植用植物の評価基準より 5 点と評価した。 
 
（エ） 輸入品目からの自然分散の可能性 

  栽植用植物の評価基準より 5 点と評価した。 
 
（オ）評価における不確実性 
  特にない。 
 
栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 

 評価を行った項目の得点から平均値は 5 点であり、本ウイルスの栽植用植物を経路とした場合の入り込みの可

能性の評価を「高い」と結論付けた。 
 
イ 消費用生植物 
（ア） 輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 
  原産地で潜在的検疫有害動植物の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。 
 よって、評価基準より 5 点と評価した。 
 
（イ） 潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本ウイルスは有害植物である。よって、評価基準より 5 点と評価した。 
 
（ウ） 輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

 宿主植物が属するスノキ属（コケモモ属）は 46 都道府県に分布しており、人口比は 0.989。よって、消費用植物

の評価基準から 3 点と評価した。 
 

（エ） 輸入品目からの自然分散の可能性 
 本ウイルスが消費用生植物から自然分散する可能性は、評価基準より「評価中止」となる。 

 
消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 

本ウイルスの消費用生植物を経路とした場合の入り込みの可能性は「無視できる」と結論付けた。 
 
３．Blueberry fruit drop-associated virus の病害虫リスク評価の結論 

農業生産等への影響評価の結

論（病害虫固有のリスク） 

入り込みのリスク 
病害虫リスク評価の結論 

用途 入り込みの可能性の

評価の結論 

中程度 

ア 栽植用植物 高い 中程度 
（入り込みの可能性が高い） 

イ 消費用生植物 無視できる 無視できる 
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第３ 病害虫リスク管理 （ステージ３） 
リスク評価の結果、Blueberry fruit drop-associated virus はリスク管理措置が必要な検疫有害植物であると

判断されたことから、ステージ３において、発生国からの宿主植物の輸入に伴う本ウイルスの入り込みリスクを低

減するための適切な管理措置について検討した。 
本ウイルスの経路となる栽植用植物の管理措置について、リスク評価結果を受けて検討した。 
その結果、経路となる栽植用植物の管理措置は、以下の検討の詳細のとおり、「輸出入（目視）検査及び隔離

検査」とすることが妥当と判断した。 
 
１．管理措置検討の詳細 

本ウイルスは、葉及び花に変色を引き起こす。また、果実は直径 3-5mm になると生育を停止し、収穫前に落

下する。本ウイルスは特異的プライマーを利用した PCR 法で検出が可能であることから、輸出入（目視）検査時

に病徴が不明瞭であった場合でも、隔離検査の実施により、病徴を確認しやすい適切な時期まで管理することに

より、本ウイルスの発見が可能である。 
    
２．Blueberry fruit drop-associated virus のリスク管理措置の結論 
上記により検討の結果、より貿易制限的でない措置として次の措置を推奨する。 

 

用途・部位 対象植物 植物検疫措置 

栽植用植物 ヌマスノキ（ブルーベリー）（Vaccinium 
corymbosum） 

○ 輸出入（目視）検査及び隔離検査 
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別紙１ 
Blueberry fruit drop-associated virus の発生地の根拠 

国 ステータス 根拠論文及び備考 
北米   

カナダ 発生 Diaz-Lara and Martin, 2016 
米国 発生 Diaz-Lara and Martin, 2016; Martin, et al., 2006 
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別紙２ 

Blueberry fruit drop-associated virus の宿主植物の根拠 
学名 科 属名 和名 英名 根拠 備考 

Vaccinium corymbosum ツツジ科 スノキ属（コケモモ属） ヌマスノキ

（ブルーベリ

ー） 

blueberry Diaz-Lara and Martin., 2016; Martin, et 
al., 2006 

 



9 

別紙３ 
関連する経路の年間輸入量 
 

大分類名 植物名 生産国 
発生 

国 

2015 2016 2017 

検査 

件数 

検査 

数量 

検査 

件数 

検査 

数量 

検査 

件数 

検査 

数量 

栽植用 ｽﾉｷ属(ｺｹﾓﾓ属) 英国 ×     2  11      

植物   米国 ○ 1  72          

  ﾇﾏｽﾉｷ(ﾌﾞﾙｰﾍﾞﾘｰ) ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 6  100          

    ｽﾍﾟｲﾝ ×     5  50  3  30  

    ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ×         1  50  

単位：本 
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